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新型コロナウイルス感染症予防のため、ここ数年間は、
保育園との直接対面の交流行事が開催できない状況でした。
しかし、今年度は交流の方法を変え、保育園とゆりはま大平園

ご利用者との「作品交流」を、年間を通じて実施する事にしました。

ババール園との

「作品交流」を開始しました

気持ちいいな！大掃除
7月上旬、大掃除を実施しました。暑い中、ご利用者と職員が協力して、

午前中は共有スペース、午後からは居室の掃除をしました。

掃除が一段落した後、爽やかな風が吹き抜け
る夏空の下、玄関前の広いスペースで、皆さん
にスイカ、ジュースを提供すると、「掃除を
頑張った後のスイカはおいしい！」「外で食べ
るのは最高だ」と、どのご利用者も笑顔で
ほおばっておられました。

春には、ババール園の子どもたちから、桜をイメージした手形アート作品をいただき、玄関に飾ると、
ご利用者からは「楽しい絵で、元気が出る」、また「子どもさんの手は、小さくてかわいいなぁ」等の声が
あり、実際にご自分の手を重ね合わせて嬉しそうに微笑む姿も。
5月末には、そのお礼として、ご利用者が、お花紙を用いたボタンの花の置き物を、一つひとつ心を込めて

作り、年長児の皆さんへプレゼントさせていただきました。

7月中旬には、夏らしい素敵な手形
アート作品をいただき、大平園からは、
初夏の花を寄せ植えにし、メッセージ
カードを添えて、プレゼントしました。
この「作品交流」は、年間を通じて

実施し、今後も、秋、冬と、季節にそった
作品交流が続く予定です。

↑「難しいな…」と言いながらも… ↑ババール園にプレゼントを持参しました



編集後記
保育園児との「作品交流」が、思いのほか、ご利用者にとって良い影響があったようです。園児の作った、華やかで可愛らしい作品たちを園内に
ずっと飾っていることで、子どもを身近に感じることができ、どのご利用者も目を細めて微笑んでおられます。園児へのプレゼントを用意する際も、
「どんなものをあげたら喜ぶかな」「子どもさんだから、平仮名で、わかりやすい手紙にしないと」等…。ご利用者が子どもを気遣う温かい気持ち
を、何度も目にし、こちらまで嬉しくなるのでした。（牧）

～お願い～
身元引受人の方に住所または

電話番号など変更があった場合
は、施設までお知らせ
いただきますよう、
お願い申し上げます。

家族会中止のお知らせ
毎年9月中旬に、敬老会行事とあわせて

ご案内しておりました、家族会は、
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、
今年度も中止とさせていただきます。

あやめ池公園へ出かけました
6月中旬、近隣のあやめ池公園へ、散策に出かけました。コロナ禍でなかなか外出できなかった

ご利用者の皆さんにとって、こういった外出行事は久しぶり。美しく咲き誇るあやめをじっくり見て
歩き、穏やかなひとときを過ごしました。
「とてもきれいだった」「あやめの良い時期に出かけられてよかった」と、満足の声が聞かれています。

手洗い・
熱中症予防研修
ゆりはま大平園、ハッピーバーディーでは、年に2回、

ご利用者に向けて手洗い研修を実施しています。

3密回避のため、各作業ごとに数回に分けて行い、
夏が来るため今回は熱中症予防研修も同時に行いました。
まずは、動画を観ていただきながら、手洗い、手指消毒の

方法や熱中症予防についてわかりやすく説明。その後、実際
に手洗いチェッカーを使ってみると、「あ！指の股や、しわ
の所に洗い残しがある」等と皆さんがびっくり。熱中症に
ついても「農園作業に行くときは、お茶をたくさん、あと
塩飴も持って行かないけんな」と言っておられました。

↑手洗いチェッカーをするご利用者

↑熱中症予防の啓発動画を視聴

↑美しく咲き誇るあやめの花。ちょうど満開でした。 ↑ゆったりと散策を楽しむご利用者たち。


